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第２１回寒地技術シンポジウム（2005）
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図-14緑町での１－２分類の例図－１５１－２分類の割合
3.4まとめ
今回、主な参加者として建築を専門としない学生
を設定して把握手法を試行したところ、その調査結
果より都市設計手法を探し出せることがわかった。
また、作業効率を考慮し把握手法に改良を加えたと
ころ、建築を専門とする学生と同様の作業が行える
ことが確認された。
一方、フィールドワークを行う上で寒冷地を調査
地としたところ、参加者が「積雪時に地表面からの
情報を得にくくなり敷地境界の認識が変化する」、
「積雪時とそれ以外で屋根面の印象が変化する」と
いった積雪地域特有の季節変化からくる都市空間の
変化、「積雪を考慮した複雑な屋根形状に対して注視
が起こるなど」寒冷地特有の都市空間の特徴を把握
することが確認できた。
今回は調査の簡略化を考慮して都市設計手法の説
明が行いやすい大学生を参加者として設定したが、
今後は小学生や高齢者を参加者とした場合も考慮し
都市設計手法の説明方法の再検討、調査人数の再検
討などを行っていきたい。
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